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作
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説

詩
　
歌

評
　
　
　
論

 
◇
村
瀬
憲
夫
教
授

、
学
部
長
に
就
任

 
◇
専
攻
講
演
会
―
星
野
智
幸
氏

(

小
説
家

)

 
◇
専
攻
講
演
会
―

　
　
　
中
野
三
敏
氏

(

近
世
文
学
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い
と
う
せ
い
こ
う
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小
説
家
・
タ
レ
ン
ト

)

日
本
語
学
研
究

日
　
本
　
文
　
学
　
研
　
究

古
典
文
学

 
◇
専
攻
講
演
会
―

中
森
明
夫
氏

(

評
論
家

)

　
　
　
　
　
　
　
 

長
谷
邦
夫
氏

(

マ
ン
ガ
家

)

 
◇
小
説
家
の
松
浦
理
英
子
教
授

、
国
際
人
文
科
学
研
究
所
に
着

　
　
任

。
日
本
文
学
専
攻
の
講
義
を
担
当

。
年
度
末
に
退
職

。

 
◇
専
攻
講
演
会
―

木
村
東
吉
氏

(

近
代
文
学

)

　
　
中
原
昌
也
氏

(

小
説
家

)

◇
連
続
公
開
講
座

「
創
作
の
方
法
と
実
践

」
開
始

。

 
平
成
1
1
年
度
ま
で
続
く

　
◇
専
攻
名
を

「
国
文
学

」
か
ら

「
日
本
文
学

」
に
改
称

　
◇
塚
本
邦
雄
教
授
が

「
勲
四
等
旭
日
小
綬
章

」
を

　
　
叙
勲
さ
れ
る

　
◇
文
芸
学
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設
立
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念
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◇
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◇
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島
菜
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古
文
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瀬
戸
良
枝
氏

(

小
説
家
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◇
渡
部
直
己
教
授
退
職
記
念
ト
ー

ク
・
セ

ッ
シ
ョ
ン

 
 

映
画
監
督

、
小
説
家
・
青
山
真
治
氏

、
評
論
家
・
上
野
昂

　
　
志
氏
を
ゲ
ス
ト
に
招
い
て
青
山
監
督
の
作
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『
A
A
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め
ぐ
る
ト
ー

ク
セ

ッ
シ
ョ
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◇

「
読
売
新
聞

」
活
字
文
化
推
進
会
議
と
の
提
携
授
業

。

　
　
脚
本
家
・
山
田
太
一
氏
の
講
演

「
体
験
・
演
劇
と
Ｔ
Ｖ
と
小
説
と

」

 
◇
い
と
う
せ
い
こ
う
教
授

(

小
説
家
・
タ
レ
ン
ト

)

、
国
際
人
文
科
学

　
　
研
究
所
に
着
任

。
日
本
文
学
専
攻
の
講
義
を
担

 
◇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
セ
カ
イ
系
想
像
力
の
可
能
性
と
ゆ
く
え

」

 
 

小
森
健
太
郎
講
師

。
ゲ
ス
ト
―

笠
井
潔
氏
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小
説
家
・
評
論
家

)

、

　
　
渡
邉
大
輔
氏

(

評
論
家

)

、
長
谷
川
譲
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O
B
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◇
専
攻
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演
会
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松
浦
寿
輝
氏
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詩
人
・
小
説
家
・
評
論
家

)

　
◇
村
瀬
憲
夫
教
授
が
中
央
図
書
館
長
に
就
任

 
◇
奥
泉
光
教
授

、
国
際
人
文
科
学
研
究
所
か
ら
文
芸
学
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に
移
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◇
八
角
聡
仁
教
授
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中
央
図
書
館
長
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専
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演
会
　
サ
ン
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タ
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『
後
藤
明
生
コ
レ
ク
シ
ョ
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５
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（
国
書
刊
行
会
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の
刊
行
開
始

。
編
集
者
・
い
と
う
せ
い
こ
う
・
奥
泉
光
・

　
　
島
田
雅
彦
・
奥
泉
光
各
氏

。

　
◇

『
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藤
明
生
コ
レ
ク
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ョ
ン

』
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結

 
◇
西
田
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教
授
退
職
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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「
古
典
文
学
の
ア
ク
チ

ュ
ア
リ
テ
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」

　
 
 

ゲ
ス
ト
・
小
説
家

、
朝
吹
真
理
子
氏

 
◇
い
と
う
せ
い
こ
う
教
授
退
職
記
念
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ク
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ゲ
ス
ト
・
み
う
ら
じ
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ん
氏
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ス
ト
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。

 
◇
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攻
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演
会
―

田
中
登
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(

中
古
文
学
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◇
佐
藤
秀
明
教
授
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部
長
に
就
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。
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ス
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0
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が

　
　
小
説
を
書
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理
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」
ゲ
ス
ト
笠
原
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野
氏

(

小
説
家
卒
業

　
　
生

)

門
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大
祐
氏

(

小
説
家

、
卒
業
生
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◇
専
攻
講
演
会
―
芸
人
・
サ
ン
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ュ
ー
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ツ
オ
氏
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日
本
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研
究
者

)

、
渡
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輔
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(

漫
画
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◇
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」
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澤
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福
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亮
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◇
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鎖

文学科　日本文学専攻    
平成14年度

2002

◇

「
創
作
・
評
論
コ
ー

ス

」
・

「
言
語
・
文
学
コ
ー

ス

」
の

　
2
コ
ー

ス
制
に
変
更

。

◇
国
際
人
文
科
学
研
究
所
開
設

◇

『
必
読
書
1
5
0

』
（
太
田
出
版

）
刊
行

(

創
作
・
評
論

　
コ
ー

ス
と
国
際
人
文
科
学
研
究
所
教
員
の
編
集

)

。

◇
専
攻
講
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会
―

小
森
陽
一
氏

(

評
論
家

)

松
浦
理
英
子
氏

　

(

小
説
家

)

 
◇
後
藤
明
生
教
授

、
学
部
長
に
就
任

　
◇

『
淀
川
文
化
考

(

1

)

』(

国
文
学
専
攻
編

)

刊
行

近
代
文
学

写
真
資
料
・
そ
の
他

 
◇
文
芸
学
部
文
学
科

「
国
文
学
専
攻

」
と
し
て
開
設

 
◇
塚
本
邦
雄
教
授

、
紫
綬
褒
章
を
受
章

 
◇
後
藤
明
生
教
授

、

『
首
塚
の
上
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン

』
で

 
 

芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
を
受
賞

 
◇
塚
本
邦
雄
教
授

、
第
三
回
斎
藤
茂
吉
賞
受
賞

1997年度より文化学科に移籍

小説（純文学）の創作を指導。守備範囲はＳＦ・ミ

ステリと幅広い

塚本邦雄
2005年歿

後藤明生
1999年歿

奥泉 光

島田雅彦

以倉紘平

小森健太朗

詩人。詩の創作・評論

歌人。短歌の創作・評論

小説（純文学）の創作をいわゆる

「千円札理論」で指導
小説（純文学）の創作指導

推理小説作家。ミステリー小説の指導、

アニメ、ゲームの評論
谷崎由依

小説・詩歌

詩歌と純文学の創作から出発し、それを継承し

つつも、時代の変化に対応してエンターテインメ

ントの創作についての指導も可能にしている。

関井光男
2014年歿

文芸評論。坂口安吾などの全集の編

評論家。小説（純文学）の評論。小説技法

についての著書も多く創作の指導にも貢献

渡部直己

古屋奎二
2000年歿

中島一夫

八角聡仁

評論

純文学の文芸評論を中心とするところ

から出発し、エンターテインメントの小

説・映画・演劇など様々な分野について

の広がりを見せるようになっている。

桒原丈和
日本近代の小説・評論・出版についての研究。

井上 謙

村瀬憲夫

小川幸三

高田 衛

浅野

洋

藤巻和宏

西田耕三

横光利一など、近代文学研究

万葉集など上代文学研究

近世文学研究、文芸批評

中古・中世文学研究

近世文学、日本思想の研究

井田太郎

日本文学研究

日本古典文学、日本近代文学、日本語の三つの分

野についてそれぞれの専門家を配置し続けている。

奈古

忠國

現代日本語の研究。日本語教員養成課

程の設置に貢献

永田高志
大田垣 仁

谷口

典子

佐藤秀明

連続公開講座ポスター 1995-

1990年、芸術選奨文部大臣賞

『首塚の上のアドバルーン』

中古文学の研究

中古文学の研究

夏目漱石や樋口一葉などの

近代文学研究

三島由紀夫を中心とする近代文学研究

小説（純文学）

の創作と指導

文芸理論、映画理論の研究と評論

文学・演劇・映画・写真などの研究と評論

近世文学、近世絵画の研究。研究自体への問い

中世文学、仏教文学の研究。研究自体への問い

近代文学、メディア論の研究。文芸評論家

日本語史の研究。日本語教員養成課程担当

日本語の比喩の研究。

日本語教員養成課程担当

創

作

・

評

論

コ

ￜ

ス

言

語

・

文

学

コ

ￜ

ス

浅野 洋

谷口典子

奈古忠國

2010年度、日本推理作家協会賞：『英文学の地下水脈』

2009年度、野間文芸賞：『神器』

2014年度、谷崎潤一郎賞：『東京自叙伝』

2000年度、現代詩人賞：『プシュパ・ブリシュティ』

2014年度、丸山薫賞：『フィリップ・マーロウの拳銃』

2015年度より文芸学部に移籍

李 元植

朝鮮通信使の研究

1997年、日本芸術院賞

髙橋英夫
文芸批評家。1996年度よ

り大学院へ移籍。

1989年 第23回 迢空賞： 『不變律』

1990年 紫綬褒章

1992年 第3回 斎藤茂吉短歌文学賞： 『黄金律』

1993年 第16回現代短歌大賞：『魔王』

後藤明生教授 塚本邦雄教授

◇連続公開講座「創作の方法と実践」開始。1995年～1999年

講師―金井美恵子・奥泉光・久間和義・鈴木志郎康・荒川洋治・法月綸太郞・いとうせいこ

う・三田誠広・高橋源一郎・辻原登・清水義範・保坂和志・荻野アンナ・津島祐子・インドラ・

リービ・多和田葉子・川村毅・絓秀実・松浦理英子・種村季弘の各氏。

◇国際人文科学研究所 2002年～2014年

国際人文科学研究所が開設され、柄谷行人教授・奥泉光教授、評論家・絓秀実教授、芸

術家・岡崎乾二郎教授が着任。日本の評論、文学、芸術の世界を牽引する知性が集まった。

その多くの教授陣が日本文学専攻の講義を担当した。

大澤 聡

奥泉 光

※「クロノロジカル・ダイアグラム」の見方

① 太枠・太線：現職教員

② 細枠・細矢印：退職教員

枠の左端：就任年

深澤 愛

1997年度退職


